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社会福法人 国際保健支援会 

 

令和 8 年度 事業計画（案） 

１．理念 

人々の健康を保持するため、さまざまな支援活動を行う。 

 

２．社会福祉法人 国際保健支援会運営事業 

（１）第二種社会福祉事業 

① 生計困難者に対して、無料又は低額な費用で介護保険法に規定する介護老人保健施設

を利用させる事業 

   ②老人居宅介護等事業の経営 

（２）公益事業 

①南天診療所を経営する事業 

②サービス付き高齢者向け住宅事業の経営 

③居宅介護支援事業つかまの里居宅介護支援センターの経営 

④介護予防・日常生活支援総合事業(訪問型サービス)の経営 

 

３．法人事業目標 

（１）超強化型介護老人保健施設としての基準を継続維持するための取組みを推進する。 

   ①在宅復帰・在宅療養支援等指標の合計値を、継続的に 70 以上で維持する。 

（２）生産性向上への取組み 

①人材育成 

業務マニュアルの見直しを行い、内容の周知徹底を図る。 

②チームケアの質の向上 

ムリ・ムダ・ムラを把握し、業務改善を継続的に実施する。 

③情報共有の効率化 

記録の電子化を推進し、情報共有の効率化とサービスの質の向上を図る。 

 

 ４．部門別事業目標 

（１）診療所・看護部門 

診療がスムーズに行えるように環境を整え、安心・安全の医療を提供する。 

（２）入所・看護部門 

根拠のある支援をするために、定期的なカンファレンスと情報共有をすることで、チームケアの質

の向上と統一したケアを目指す。 

（３）入所・介護部門 

各職種と連携し目標シート活用して在宅復帰できる方を増やしていく。 
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（４）入所・介護支援専門員部門 

各職種と連携し目標シート活用して在宅復帰できる方を増やしていく。 

（５）入所・相談部門 

ベッド回転率の向上、稼働率の安定。 

各職種と連携（目標シートの活用、根拠のあるケア）し在宅超強化型を目指す。 

（６）栄養部門 

利用者様の食事摂取状況から食事意欲や食事形態の変更の必要性を把握し、一人一人に合

った食事提供をする。 

（７）リハビリテーション部門 

【通所】 

・リハマネ加算ロ）の算定を増やしていくことに加え、新規利用者（嚥下機能の低下を示唆する対

象者）はリハマネ加算ハ）の算定を定着させる。 

・主にリハマネ算定者を対象に、在宅指導の頻度を６ヶ月以内に２回を目標に実施。 

【入所】 

短期集中加算対象者以外のリハビリ介入を個別リハ 3 回以上に加え、個別もしくは小集団リハ

を組み合わせ、週 5 回の介入を実施する。 

（８）通所リハビリテーション・相談員部門 

平均利用者数 40 を達成するため、定期的な営業とケアマネージャーとの情報共有を行う。 

（９）通所リハビリテーション・介護部門 

挨拶・声掛けの仕方・態度を意識し、どの職員が対応しても満足していただける。 

（10）居宅介護支援事業（つかまの里居宅介護支援センター）部門 

新規利用者を獲得する 

（11）埴生の宿 

入居者が安全に埴生の宿で生活するため、事故防止対策及び感染症予防を強化し施設内の安

全管理体制の向上をはかる。 

（12）訪問介護ステーション 

訪問介護サービスの利用率の向上をはかる。 

 

４．委員会活動 

①業務改善委員会   ②栄養管理委員会    ③口腔機能維持委員会 

④レク・行事委員会   ⑤教育委員会       ⑥身体拘束廃止・高齢者虐待防止委員会 

⑦防災対策委員会   ⑧労働安全衛生委員会 ⑨感染対策委員会 

⑩安全対策委員会   ⑪褥瘡対策委員会    ⑫記録管理委員会 

⑬排泄管理委員会   ⑭生産性向上推進員会 

＊全職員が 1 つの委員会以上に参加することを原則とする。 


